
広報くしもと 3月号 （毎月 1回／ 1日発行）

＇ “且＿ー'̀_』 II.....，． 
2007年（平成19年） 3月 1日発行

・星遷后駆
【特集】介護予防事業 (P. 2) 

まちの出来事 (P. 6) 

よろこびかなしみ (P. 8) 

消防からのお知らせ (P. 9) 

保健センターだより (P. 70) 

春の訪れ告げる水門祭

みなと

和歌山県の無形民俗文化財に指定されている大島地区の水門祭（左上）お的の儀で弓を引く弓頭の若者たち

（右上）つるの儀での稚児行列（左下）水しぶきを上げて疾走する櫂伝馬競漕（右下）水門神社境内での獅子舞奉納

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・ •••20,301 人 ・男性…… 9,383人 ・女性…… 10,918人 ・世帯数…… 9,386世帯

（平成19年 2月 1El硯在）
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■筋
カ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
重
要
性

高
齢
に
な
る
と
足
を
持
ち
上
げ
る
筋

ら
よ
う
よ
う
き
Ic

肉
「
腸
腰
筋
」

【図
1
】
が
細
く
な
り
、

だ
い
た
い
よ
ん
と
う
き
ん

太
も
も
の
筋
肉
「
大
腿
四
頭
筋
」

【図

2
】
の
力
も
低
下
し
て
し
ま
う
の
で
、

足
を
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、

す
り
足
と
な
っ
て
、
つ
ま
づ
い
た
り
転

倒
し
た
り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
転
倒

す
る
と
骨
折
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
寝

た
き
り
の
原
囚
に
も
な
り
ま
す
。

転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
こ
の

「
腸
腰
筋
」
を
鍛
え
る
こ
と
が
最
も
効

果
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
「
お
元

気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
「
い
き
い
き

［図2l 

大腿骨
小転子

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
コ
ー
ス
」
と
し
て
和
歌

山
大
学
教
育
学
部
の
本
111真
教
授
が
考

案
し
た
筋
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

筋
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
聞
く
と
、

「厳

し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
楽
し
み
な

が
ら
で
き
る
無
理
の
な
い
内
容
で
す
。

指
喘
者
蓑
成
研
修
を
受
講
し
た
保
健
師

を
中
心
に
、
実
践
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
沿
っ

た
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
体
力

測
定
等
で
連
動
の
効
果
を
評
価
し
な
が

ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
く
と

［表1]お元気プロジェクト
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■ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果

踏み台を使ったステップ運動を行う参加者の皆さん

歩く動作に必要な筋肉を刺激する「大また筋トレウォーク」

バランス能力を高めるのにも有効な「かに筋トレウォーク」

お
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

串
本
町
保
健
ビ
ン
タ
ー
て
は
、
高
齢
者
か
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
い

き
い
き
と
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
串
本
町
保
健
で
ン
タ
ー
、
田
子
区
民
会
館
、
田
原

山
村
交
流
で
ン
タ
ー
の

3
会
場
て
、
昨
年
10月
か
ら
介
護
予
防
事
業
「
お
元
気
フ
ロ
シ
ェ
ク
ト
」

を
開
催
し
て
い
ま
芍
。

10月
か
ら

12
月
ま
て
の

3
カ
月
間
の
予
定
た
っ
に
敦
室
で
芍
が
、
継
続

し
に
実
践
が
必
要
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
も
参
加
者
の
方
々
か
定
期
的
に
名
会
場
へ
葉
ま
り
、

自
上
的
に
ト
レ
ー
一
ー
ン
ク
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
月
号
て
は
、
こ
の
「
お
一
元
気
フ
ロ
シ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期

間
で
全
11
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
各
会
場
に
お
い
て
ほ
と
ん

ど
の
参
加
者
の
歩
行
能
力
、
筋
持
久
力

が
ア
ッ
プ
し
、
体
力
年
齢
が
若
返
っ
た

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
【表
l
l

元
気
な
老
後
の
た
め
に
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川本ちょさん (81• 田原）

参加者の特さんと顔を合わせ

るのが楽しみて、昨年10月か

ら毎刷欠かさずこの教字に参

加しています。以前は少しの

段差でよく転んでいたのです

が、 菜近は足がよく卜がるようになったのか、

あまり転ばなくなりました。歩く姿勢も良く

なったように感じています。

■お
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
心
の
あ
る
方
へ

高
齢
者
向
け
の
筋
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
ス
テ
ソ
プ
運
動
等
を
実
此
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
伝
帥
の
訊
nJ
を
頂
い
た
う

え
で
、
個
人
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
膝
や
股
関
節
の
治
療
中
て

痛
み
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
椅
＋
に

庫
っ
た
状
態
で
で
苔
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

か
ら
始
め
、
ス
テ
ソ
プ
台
を
使
う
と
ぎ

は
、
補
助
フ
レ
ー
ム
を
使
用
し
た
り
、

叫
間
を
短
く
す
る
よ
う
指
溝
し
て
い
ま

■今
後
の
取
り
組
み

「
お
元
気
プ
ロ
ジ
ュ
ク
ト
」
で
は
、
「
い

ぎ
い
ぎ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
コ
ー
ス
」
の
他

に
も
、
お
口
の
中
の
衛
生
状
態
を
良
好

に
し
、
噛
む
力
の
軍
要
竹
と
そ
の
機
能

を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
る
「
由
っ

び
い
コ
ー
ス
」
や
、
管
理
栄
衷
十
が
参

荒堀寅男さん (75・出子）

単車に乗ってばかりで運動を

していなかったので、少し歩

くだけで足が桶かったのです

が、この教至に参加するよう

になってから少しずつ効果が

惑じられるようになり、 渋近は歩いていても

「もう少し歩いてみよう。」という意欲が出て

くるようになりましたc

す
。
ま
た
、
心
臓
病
や
高
佃
圧
な
ど
の

循
環
器
疾
患
で
治
療
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＂
則
に
血
片

や
脈
拍
の
状
態
を
確
認
し
た
上
で
、
そ

の
日
の
休
両
に
合
わ
せ
て
行
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

串本町保健センター保健師

「お元気プロジェクト」という教字名は、保健センターのスタッフ仝

目て決めました。高齢者の力々が毎打を冗気て過こせるようにとの顔い

が込められています。

「元気ていること」には、「からたが元気」であることと「心が元気」

てあることが人切です。高蛉になると病気にかかるリスクが高くなり、

また配偶者や友人との死別なと、梢神的に落ち込む機会が多くなります。

また、外に出ることがおっくうになり、閉じこもりや認知症などの状態

に陥りやすくなります。「心が元気」になるためにも、このような教室に

参加して、いろんな人と交流することが

大切ですc 先H 「お元気プロジェクト」

の3地区合詞父流会を 1開催したのてすが、

参加者の皆さんにとっては非日常の出来

事で、脳の祈性化につながり、仲間意識

が井生える機会ともなったと思います。

仲間づくりも「お元気プロジェクト」

の目的の•つです。参加者の力々ととも

に今後も楽しい仲間づくり、健康づくり

に取り組んでいぎたいと考えています。

瓜田真理子
加
者
の
食
申
状
況
を
伺
い
、
低
栄
蒼
に

な
ら
な
い
た
め
の
食
牛
活
に
つ
い
て
説

明
す
る
「
食
事
ハ
ラ
ン
ス
コ
ー
ス
」
な

ど
の
収
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ネ
什
度
も
開

他
地
区
を
増
や
し
、
介
設
予
防
市
桑
を

展
間
す
る
こ
と
で
、

1
人
で
も
多
く
の

高
齢
者
が
冗
気
に
生
活
で
き
る
よ
う
支

核
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
を
希
芋
さ
れ
る
方
は
、
保
健
師

に
よ
る
健
康
状
態
の
確
認
や
体
力
測
定

を
行
い
ま
す
の
で
、
串
本
町
保
健
セ
ン

タ
ー

(
6
0
7
3
5
|
6
2
|
6
2
0

6
)
ま
で
お
閂
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「いきいきエクササイズコース」では、様々な筋

カトレーニングを行っていま寸。ごこではこ家庭

でできる基木的なものをいくつかこ紹介します。

脚後部引き上げ

休をまっすぐにして立ち、

ゆっくりかかとを後ろに

打ち上げます。このとき

休が前に倒れないように

しましょう。

腰持ち上げ

あおむけになってひざ

を立て、ゆっくりと腰

を卜に持ち卜げます。

---------------------------------
ちょっとした工夫

10回行っている送中で何回目かを忘れてしまうこ

とかあし）ます。そのために、

「イチ、ニー、サン、シー・・・」

「ニー、ニー、サン、シー・・・」

「サン、ニー、サン、シー・..J 

「ヨン、ニー、サン、シー・・・」

のように頃数を口数にして数

えると商違えるごとか少なくなりま司。

し---------------------------------

でできる

トレーニ
"'"'"""""""'"""""""''""'"""""""'"""""""'"" 

〔筋カトレーニングの方法〕

① 4秒かけて持ち上げ（力を入れ）、 4秒かけて

もとの位置にもどします。ゆっくりと滑らかな

動きで行いましょう。

② lつの連動を10回繰り返し、「ややきつい」と

感じる程度で行います。自分の体調と相談しな

がら「きつい」と惑じたら動きを小さくして行

いましょう。運動によっては定を変えて左右行

います。

太もも持ち上げ

椅了の前側に庫り、手

を椅子に恙え、姿勢を

良くしてゆっくりとひ

ざを持ち上げます。

立位腕立て1犬せ
壁にゆっくりと倒れかかり、手

を伸ばします。このとき、膀が

曲がらないよう江急しましょう 3

（／恥広報くしもと 3 広報くしもと 3
＇ 
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＼
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1
月
29
日
、
古
座
分
庁
舎
に
お
い
て
束
海
・
束
南
海
・
南
海
地

夜
の
同
時
発
生
を
想
定
し
た
図
上
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
串
本
町
と
消
防
庁
、
消
防
科

学
総
合
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
地
震
発
生
直
後
に
お
け
る
役
割

行
動
の
確
認
や
、
活
動
上
の
問
題
点
の
把
握
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
町
や
県
の
職
員
な
ど

70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
本
番
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
で
被
害
状
況
な
ど
の

情
報
が
次
々
に
参
加
者
へ
伝
え
ら
れ
、
情
報
の
整
理
や
伝
達
、

道
路
状
況
の
把
握
、
避
難
住
民
の
救
設
、
応
急
物
資
の
確
保
な

ど
の
適
切
な
対
応
が
迅
速
に
行
え
る
か
を
訓
練
し
ま
し
た
。

大
地
震
の
発
生
を
想
定

図
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練

｀ '‘ シミュレーション訓練において、被害状況を知 らせ

る電話を受け、対応について協議する参加者

勇
壮
な
炎
の
祭
典

本
州
最
南
端
の
火
祭
り

1
月
2
7
日
、
洲
岬
翌
楼
の
芝
生
に
お
い
て
、
串
木
町
観
光
協
会
に
よ
る

「
本
州
最
南
端
の
火
祭
り
」
が
開
他
さ
れ
、
＂
之
焼
ぎ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
来
場
省
に
し
ょ
ら
さ
ん
鍋
や
＂
十
餅
が
販
る
井
わ
れ
た
ほ
か
、

串
本
節
保
存
会
、
串
木
町
ト
ル
コ
民
族
舞
踊
団
、
潮
即
（
み
さ
き
）
節
保

存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
公
演
や
、
木
場
者
も
参
加
し
て
の
餅
つ
き
な
と
か

行
わ
れ
ま
し
た
。
夕
刻
、
串
本
黒
潮
太
鼓
の
演
奏
が
響
く
巾
、
串
木
高
校

弓
道
部
員
に
よ
っ
て
火
矢
が
放
た
れ
る
の
を
合
図
に
、
芝
牛
に
一
斉
に
火

が
付
け
ら
れ
る
と
、
約
10
カ
平
カ
メ
ー
ト
ル
の
芝
牛
は
瞬
く
間
に
オ
レ
ン

ジ
色
の
炎
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
＂
之
焼
ぎ
は
も
と
も
と
害
虫
駆
除
と
新
芽
の
育
成
を
促
す
日
的
で
行

わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
「
火
祭
り
」
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
化
し
、
夕
刻

に
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
南
紀
に
春
を
貯
ぶ
イ
ヘ
ン
ト
と
し

て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

曾
か
面

J
ー

C
A招
へ
い
事
業

J
I
C
A
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
の
青
年
招
へ
い
事

業
で
来
日
し
た
ト
ル
コ
警
察
官
の
グ
ル
ー
プ

20
名
が
、

2
月
9
日
1

13
日
の
日
程
で
串
本
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

一
行
は
串
本
警
察
署
や
役
場
を
表
敬
訪
問
し
た
ほ
か
、
樫
野
の
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
野
霊
碑
や
ト
ル

コ
記
念
館
を
視
察
。
ま
た
大
島
の

財
在
所
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
自
国
に
な
い
駐
在
所
制
度
に
興
味
を

も
っ
た

一
行
か
ら
、
「
休
暇
は
あ
る
の
か
。」
「一

人
だ
け
で
不
安
は
な

い
か
。」
な
ど
と
質
間
が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。

ま
た

一
行
は
9
日
1
1
1
日
の
間
、
町
内
の

一
般
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
行
い
、
町
民
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

本
州
最
南
端
の
町
を

P
R

本
州
四
端
協
議
会

2
月
1
1
日
、
東
京
都
港
区
に
お
い
て
本
州
四
端
協
議

会
の

P
R
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
州
四
端
協
議
会
は
本
州
の
端
に
位
置
す
る
四

市
町
、
青
森
県
大
間
町
（
最
北
端
）

、
岩
手
県
宮
古
市
（
最

東
端
）
、
山
口
県
下
関
市
（
最
西
端
）
、
串
本
町
（
最
南

端
）
の
交
流
と
、
相
百
の
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
平
成
16
年
1
月
に
設
磁
さ
れ
た
も
の
で
、

本
州
の
四
端
を
全
て
訪
れ
た
方
に
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー

入
り
の

「本
州
四
端
踏
破
証
明
書
」
や
特
産
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
各
首
長
が
出
席
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
に
ち
な
ん
だ

O
X
ク
イ
ズ
や
特
産
品
の
販

売
な
ど
を
行
い
、
本
州
四
端
の
魅
力
を

P
R
し
ま
し
た
。

—i _ -本州四端の首長が集まり開催された PRイベント。

クイズ大会や、パレンタインデーにちなんだカップ

ル向けイベン トなどで、四市町をアピールしました。

会場では、（上）串本節保存会、（中）串本

町トルコ民族舞踊団、（下）潮岬節保存会

の皆さんによる公演が行われ、集まった

大勢の見物客からは盛んな拍手が送られ

ていました。

オレンジ色の炎に包まれた芝生の幻

想的な光棗に、多くの来場者が目を

奪われていました。

串本高校弓道部員による火矢射式

⑦ 広報くしもと 3 広報くしもと 3
＇ 
、’
＼
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住
宅
火
災
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

重
点
目
標

9
平
唇
季
全
国

K“

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

※広報への指牧を希詔されない方は、屈出のI繁に窓11にお申し出くださいc

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

喜

エ

加

賢

一

高

富

竹

田

ひ

園

伸

潮

岬

田

小

日

真

莉

将

也

潮

岬

堀

安

止

樹

串

本

北

幻

恥

健

川

並

曹

リ

、

罰

旦

伊

串

／ ／ ／ ／ ヘ

半閻太山木占占森川北
見田田 崎 下田田下端田

よ哲安健晃 智浩こ昇
有況の

由也了・司了・ 芙ーみ）、

3
月
1
日
（
木
）
か
ら

7
日
（
水
）
ま
で
の

7
日
問
、
全

国
的
に
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
ス
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
＿
層

の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
毎
年
実
施
す
る
も
の
で
す
。

i
3
つ
の
習
慣
．

4
つ
の
対
策
i

3
つ
の
習
慣

0
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

0
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

0
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

苔
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

〇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
仕
宅
火
災

笹
報
器
を
設
囲
す
る
。

0
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
川

す
る
。

水
木
ヒ
サ
ヱ

招
付
き
み
ゑ

小
山

紅

代

海

沖

勝

次

宮

井

浪

枝

中
山
千
鶴
了

瀧

瀬

瓜

義

白

野

英

紀

山
木
ふ
さ
え

竹

小

秀

郎

岩

木

白

了

丹

野

房

枝

潮
崎

あ
ぎ
の

新

田

秋

介

初
田

よ

し

ゑ

山
闊

藤

枝

虚

直

勝

熾

甲
山
ハ
ナ
ヱ

rn代
正

西
角

裕

芙

柳

谷

芙

T
忠

瀧

木

弘

司

廣
井
ち
か
よ

山
崎

よ
ゆ
き

坂

井

勇

井

原

司

ー
寸
木
忠
美

f

西
川
志
ま
ゑ

90 82 57 95 86 97 75 82 57 71 85 71 89 88 81 92 85 81 86 88 68 76 82 93 85 76 86 81 

0
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
四
す
る
。

0
お
年
寄
り
や
身
休
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
叫
を
つ

く
る
。

0
住
宅
防
火
対
策
の
批
進

0
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策

の
批
進

0
特
定
防
火
対
象
物
的
に
お
け
る
防
火
安

令
対
箪
の
徹
底

0
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

0
乾
媒
時
及
ひ
強
風
時
の
火
災
発
生
防
止

対
策
の
推
進

那
樫田智卜大大湯潮潮田

辺冒野 浅

野市 HJ 山島島町岬岬）泉

霞

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

ー戸
J

［ ］月受付分敬杜略）

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

古 田古 西田西串潮大串串潮和串潮田閾閾和串和繭l串潮串和田
姫 野野野

座 原 座向）泉向木岬島木木岬深木岬並 JI!JI!深木深川木岬木深了

◇
新
田
義
昭
さ
ん
（
八
尾
市
）
か
ら
、
亡

父
（
秋
介
）
の
供
蓑
と
し
て
大
水
鯰
い

ぎ
い
ぎ
サ
ロ
ン
及
び
香
典
返
し
と
し

て
社
会
糾
祉
協
議
会
へ
。

◇
川
端
良
一
さ
ん
（
須
江
）
か
ら
、
亡
妻

（
亮
了
）
の
香
典
返
し
と
し
て
須
汀
も

人
ク
ラ
ブ
ヘ

3

◇
坂
本
官
さ
ん
（
田
’
ナ
）
か
ら
、
米
寿
の

お
祝
い
返
し
と
し
て

m子
老
人
ク
ラ

プ
ヘ
。

◇
谷
口
信
也
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、
つ
ば

さ
柏
祉
会
へ
。

◇
無
相
教
会
海
林
文
部
か
ら
社
会
福
社

協
譲
会
へ
。

◇
白
野
美
穂
子
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、
亡

人
（
英
紀
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
譲
会
へ
。

◇
山
口
光
子
さ
ん
（
古
出
）
か
ら
、
亡
従

姉
妹
（
中
山

T
鶴
＋
）
の
供
養
と
し
て

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

◇
田
代
淳
さ
ん
（
大
島
）
か
ら
、
＇
」
父
（
止

の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉
協
議

会
へ
。

◇
坂
本
い
さ
美
さ
ん
（
一
色
）
か
ら
、
亡

人
（
慶
二
郎
）
の
似
査
と
し
て
一
色
必

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

地
球
湿
暖
化
と
は
申
已
、
今
冬
の
こ

の
異
常
な
暖
か
さ
は
一
体
と
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
↓
」
の
た
び
林
道
和
深
鶴
J
I
I
綜

の
開
適
式
に
来
賓
と
し
て
出
席
致
し
ま

し
た
。
同
綜
廃
設
促
進
協
譲
会
並
び
に

林
業
関
係
者
の
悲
顆
と
も
―
―
―
-
＝
う
へ
き
こ

の
林
遵
は
‘
串
本
町
里
川
を
起
点
と
し
、

古
座
J
I
I
町
を
経
て
宇
本
呵
高
富
に
至
る

約
18km
の
区
商
を
、
沼
和
61生
度
の
施

了
後
、

21年
の
年
巨
と
約

27億
円
の
事

業
費
を
投
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
利
深
鶴
J
I
I
綜
は
合
後
、
し
紀
南

地
域
に
お
け
る
森
林
•
山
村
地
域
経
済

の
活
性
化
の
促
進
と
林
業
の
生
産
性
の

向
上
と
森
林
の
滴
正
な
管
理
に
よ
る
公

益
的
機
能
の
高
度
発
揮
①
国
道

42号
線

被
災
特
の
迂
⑬
緑
な
と
の
役
割
か
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

呵
民
の
皆
さ
ん
に
は
涜
ま
リ
馴
染
み

の
な
い
林
遵
だ
と
思
い
ま
す
か
、
田
亜

地
図
の
最
高
峰
涜
に
リ
か
ら
の
眺
め
は

臀長縫趙

松原 繁樹

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
す

林道和深鶴川線開通式でのテープカット

人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

◇
地
房
江
さ
ん
（
和
歌
山
市
）
か
ら
、

杜
会
福
祉
協
譲
会
へ
。

◇
堀
口
満
さ
ん
（
樫
野
）
か
ら
、
＇
」
父
（
副

雄
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
へ
。

◇
深
海
秀
雄
さ
ん
（
和
深
）
か
ら
、
亡
安

（
君
了
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

什
協
議
会
へ
。

◇
山
本
孝
雄
さ
ん
（
和
深
）
か
ら
、
亡
母

（
ふ
さ
え
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
譲
会
へ
。

素晴らしいものが涜リ、潮岬台地

からくしもと大橋にかけては箱庭

を思わせる絶翌で涜リます。これ

から春・夏にかけてハイキン勺

フースとしても満喫てきるお勧め

コースたと思いま芍。

最後に、来賓祝辞の中である方

がおっしゃられた、「英語のパッ

ション」という言葉には、情熱と

か思い入れといった意味かあるそ

うで訂か、合日のこの式典を迎え

ることが出来ましたのは、今日こ

うして一堂に集われた御縁のある

関係者の皆様の、熱意や思いか結

集された結果たと思います。」と

のお＿言葉がたいへん印象に残リま

した。

／戸 ヽ
今年の火災・救急件数

- 2月1日現在一

火災件数 救急件数

建 物 2件 交 通 13件

林 野 0件 争Lヽ 病 ワ4件

その他 0件 その他 30件

＾ ヒl

計 2件 ＾ 云

計 11ワ件

火災のない住みよい翌かな町づくり
ヽ ノ

⑨広 報くしもと 3 広報くしもと 3
＇ 
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! rさあ投票！和歌山つくるこの一票」 1 

I ..----LLB1Ri.R1:tfRl ~ ! 
1 4月8日（日）、は、 1

； 和歌山県議会議員一般選挙の投票日です。 1 

i 0期日前投票ができます。

：／〖：／□＼/禾|／會
｛ 1.身体障害者手帳の交付を受けている方 ： 3.介護保険の被保険者証の交付を受けている方 I 
i I o両下肢・体幹・移動機能の陪害 (1級もしくは 2級の方li O変介謹状態区分が焚介；店の方

I I 0心蔽・じん臓・呼吸謡・ぼうこう・直肱・小腸の降害（」 ＇ ! ※代理記載もできます
／ 級もしくは 3級の力）11 0麟 の 障 害 (1級から 3緑の方）

i 上記対匁となる方のうち、身休惇害者手板に上肢もしく 1 
／ ： は視正の配宮の｛紐が上級と記祓されている方または戦1匂 1 
i 2．戦揚病者手帳の交付を受けている方 ！ 病者手帳1こ上肢もしくは視覧の障害の程度が特別珀症から ！ 
1 1 01山」卜肢・体幹0)陥＃（特別項柾から第 2項壮までの力） ！ 第2項柾まててある者と記牧されている力は、あらかしめ

) I o疇麟の防主（撃IJ項症から第 3項症までの方） ！ ）由け出た方に代埋で記載してもらうことができます。

L~～-～～～-~～~-~~～~～~-～～~-~～~-~～~-～～～～～～」

環境衛生課からのお知らせ

廃ステック
最近、廃プラスチソクごみの中に金属、ビンなどのオ＜燃甘物

や生ゴミが人っており、選別作桑に支障をきたしています。

ごみの減旦、資源の再利用のための「ごみ分別」に背さんの

ご協力をお厠いします。

また、食品容器などの汚れのついたプラスチソク類は、水で

洗い流して汚れを洛としてから出していただきますようお頻い

いたします。

ごみの分別に関するお問い合わせは、串木町役場環境偏ル課

（合0735-72-0081)まで。

[
 

i

『
｀
弱
欝
軍
器
晨
詈
＠
臨
塗
鸞
ヘ

-
「
老
人
保
健
制
度
」
は
、

75
歳
（
寝
た
き
り
な
ど
一
定
の
障

一
害
を
お
持
ち
の
場
合
は

65
歳
）
以
上
の
人
が
、
病
気
や
け
が
を

一
し
た
と
き
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
お
年
寄

~
り
か
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
国
民
み
ん
な
で
医
療
費

一
を
出
し
合
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。
安
心
し
て
サ
ー

＿
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
普
段
か
ら
健
康
づ

一
く
り
や
上
手
な
受
診
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

~
上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

一

■か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

一
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
決
め
て
お
く
と
、

一
家
族
の
病
歴
な
ど
を
把
押
し
た
う
え
で
診

~
察
し
て
も
ら
え
ま
す
。

~
■転
医
は
で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う

一
お
医
者
さ
ん
を
変
え
る
と
同
じ
よ
う
な

一
説
明
、
検
企
、
投
薬
を
繰
り
か
え
す
こ
と

一
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
今
か
か
っ
て
い
る
お

~
に
者
さ
ん
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

~
■診
察
時
間
内
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り

一
ま
し
ょ
う

一
時
問
外
に
お
区
者
さ
ん
に
か
か
る
と
、

一
本
来
の
診
療
費
の
ほ
か
に
別
料
金
が
か
か

一
り
ま
す
。
緊
急
の
場
合
な
と
は
や
む
を
得

‘-

ま
せ
ん
が
、
で
ぎ
る
だ
け
診
察
闊
問
内
に
~

か
か
り
ま
し
ょ
う

3

■
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
~

生
活
習
慣
病
な
ど
の
病
気
は
、
か
か
り
一

は
じ
め
に
自
揺
症
状
が
な
い
も
の
が
ほ
と
一

ん
ど
で
す
。
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
一

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
燎
を
心
が
け
~

ま
し
ょ
う
。

お
広
者
さ
ん
に
か
か
る
と
ぎ
の
ち
ょ
っ
~

と
し
た
心
が
け
ひ
と
つ
で
、
区
療
費
の
節
~

約
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
積
栢
一

的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
九
気
な

i

紆
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

3

※

4
月
り
で
は
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
始

i

ま
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
叫
度
」
に
つ
い
~

て

お

知

ら

せ

い

た

し

ま

す

。

一

役
場
什
民
課
老
人
保
健
一、`

【成人関係I
健康相談

喜
鯉

実施日 受付時間 会 滉

3月1日（木） 9 30-ll 00 二色集会所

9 00~10 00 江田区民会館
3月5日（月）

lO 30-11 30 田子区民会館

9 00-10 00 大島開発総合センター
3月6日（火）

ID 30-11 30 出雲公民誼

3月12日（月） 13 30-15 00 保健センター2階

9 30-10 30 津荷老人憩の家

3月28日（水） 13 00-14 00 佐部集会所

14 30-15 30 上田原生活改善センター

※誰てもお気軽に会場へお越しください。
（血／＋測定や｛煙康について(1)tll談を受けております）

保健センター 3月の行事予定は下記のとおりです。

※健診等についてのお出し込み•お問い合わせは、

保健センター（ff0730-62-6206) まで。

【乳幼児関係I
乳幼児健診

日時

3月］日（木）
l3 00~14 00 

3月8日（木）
l3 00~l4 00 

3月22日（木）
l3 00~14 00 

与 所

保健センター
2階

保健センター
2階

保健センター
2階

内容

1歳6ヵ月児及び
2歳6ヵ月児健診

lOヵ月児～ 1歳児健診

4ヵ月児及び
6ヵ月児健診

乳幼児予防接種

日時

3月6日（火）
12: 40-13: ID 

3月9日（金）
13: l0-13: 40 

3月22日（木）
13:00-14:00 

内容

二種混合
1期初回

MR（麻しん
風しん混合）

巳CG

各種教室

日時及び内容

3月］3日（火）lO DO~ 
講演会了プロンおじさん

の楽しいよみきかせとお話
講 師別院活先生
申し込み 3月］0日（土）まで

3月16日（金）lO30-13 30 
お弁当持参

ちびっこ広場(2~3歳児）

※二種混合の接種対象は 7成 6ヵ月未両の方ですr

(1期初叫は 3~ 8；りの問協で 3叫接杜します）
※)9防接種・教キの会場はいずれも保飩センター 2階です）

⑪広 報くしもと 3 広報くしもと 3 ぃ
1
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一
蜘
喬
貰
窒
翌

9
)
~

、

C
Jょ
、

7
0
歳
以
ヒ
の
高
齢
者
~
/
し
一
ー

平
成
14
年
の
白
己
負
担
定
率
化
に
よ
り

高
額
医
療
費
制
度
の
蒋
入
に
際
し
、
広

療
棋
凹
窓

U
で
支
払
う
金
額
が
急
培
し

な
い
よ
う
、
一
医
療
機
旧
ご
と
の
入
院

に
係
る
高
額
転
療
費
に
つ
い
て
は
現
物

給
付
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
1
9
年
4
月
か
ら
7
0
歳
未
満
の
披

保
除
者
等
に
係
る
高
額
療
査
費
に
つ
い

て
も
、
現
在
の
7
0
歳
以
卜
の
取
扱
い
に

合
わ
せ
蜆
物
給
付
化
し
、
一
医
療
機
関

ご
と
の
窓

U
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担

限
度
額
に
と
ど
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

現
物
給
付
化
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

し
め
保
険
者
に
中
韻
を
し
て
「
高
額
療

養
費
自
己
負
担
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
父
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
諜
国
民
健
康

保
陰
-
1
0
7
3
5
|
6
2
|
0
5
5

5
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

眉

研
宮
公
証
役
瑞
で
は
、
次
の
と
お
り

「
日
曜
・
無
料
公
証
法
律
相
談
」
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

▼

日

時

3
月
18
日
（
旦

午
飢
9
時
1
午
後
5a
時

※
原
則
、
毎
月
第
3
日
曜
日
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
次
回
、
次
々
回
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
4
月

2
2
H
（
弟
4
日
昭

n)、

5
月
18
日
（
第
3
日
曜
日
）
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

て

場

所

新
宮
公
証
役
場

国民健康保険からのお知らせ

新しい被保険者証は配達記録郵便で 3月31

ビまてに各世帯へ郵送しまサ。

なお、国民健康保険税を滞納している世帯

については、郵速しない場合もあります。

※詳しくは、役場住民課国民健康保険

（ff0735-62-0555内線 113)

までお同い合りビ下さい。

お
知
ら
せ
＆
行
事

麦
彦
吋
伍
要
講
空

田
辺
市
の
和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ

l

「
lg.u」
に
間
設
さ
れ
て
お

B
 

ン
タ

り
ま
す
和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ
ト

で
は
、
地
域
の
歴
史
文
化
や
課
題
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、
社
会
人
を
対
象
と
し
た

独
白
の
科

H
を
間
講
し
て
い
ま
す
。
吋

サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、
平
成
1
9
年
度
の
人

学
院
科
目
等
履
修
生
・
学
部
科
目
等
履

修
生
・
学
部
開
放
授
菜
受
講
生
を
次
の

と
お
り
器
集
い
た
し
ま
す
。

▼
大
学
院
授
業
科
目

0
学
校
訓
度
研
究
定
員
1
0
名

軍
込
締
切

n
3月
23
日）

0
地
域
閃
林
菜
研
究
定
員
1
0
名

軍
込
締
切

n
4月
25n)

0
観
光
文
化
研
究
定
員
1
0
名

軍
込
締
切
n
5
月
22n)

0
ビ
然
環
塊
・
環
境
保
全
研
究

て

返

還

無
刹
子
・
，
竿
菜
後
2
0
年
以
内

マ
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

中
木
町
教
育
委
員
会
学
校
教
台
課

(
6
0
7
3
5
|
6
2
|
6
0
6
6
)
 

定
員
1
0
名

(lll込
細
切
日
9
月
1
2
日
）

0
国
院
経
済
研
究
定
日
1
0
名

(111込
締
切
日
1
0
月
9
旦

〇
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
フ
学
研
究

定
員
1
0
名

(lll込
締
切
日
11
月
1
H
)

マ
学
部
授
業
科
目

0
紀
伊
半
島
近
代
文
学
定
員
4
0
名

(lll込
締
切
日
3
月
2
3
H
)

0
地
域
再
牛
と
観
光
定
員
4
0
名

(111込
師
切
日
5
3
月
2

旦

0
紀
州
の
方
言
定
貝
4
0
名

(111込
締
切
日
8
月
2
9
日
）

0
現
代
社
会
と
紙
漉
ぎ
定
員
1
0
名

(111込
締
切
日
9
月
1
2
H
)

了
講
義
開
催

土
に
平
日
夜
間
及
び
ー
曜

H
に
開
講

て

場

所

県
立
佑
報
交
流
セ
ン
タ
ー
「
Blg.u
」

て
授
業
内
容
・
日
時
・
費
用
等

詳
細
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
大
学
紀
拘

柑
p

細
層

県
内
安
定
所
全
休
の
幼
率
的
な
業
務

渾
営
の
た
め
、
出
本
公
共
載
呆
安
定
所

に
つ
い
て
は
そ
の
組
織
休
制
を
見
直
し
、

新
宮
公
共
戦
栄
安
定
所
を
本
所
と
し
た

出
張
所
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
中
成
1
9
年
4
月
1
H
か
ら
祈
宮
公
共

眈
業
安
定
所
串
本
出
伽
所
と
な
り
ま
す
。

取
扱
業
務
は
求
人
求
凰
業
務
、
一
雇
用
保

陰
巣
務
で
す
。
（
現
仕
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
は
継
続
し
て
行
い
ま
す
こ

串
本
公
共
職
業
安
定
所
に

串
本
町
で
は
、
平
成
1
9
年
4
月
1
日

以
降
第
1
学
年
に
人
学
す
る
学
生
を
対

象
に
奨
学
金
を
貸
与
い
た
し
ま
す
。

て
相
談
員

公
証
人
中
村
司
（
利
歌
山
地
方
法
務

局
所
属
）

て
相
談
内
容

遠
―
-
〕
・
相
続
・
離
妍
・
蓑
育
費
・
賃
貸

借
・
売
買
・
金
銭
貸
借
・
高
齢
省
の
財

産
秤
連
•
そ
の
他
各
種
契
約
・
尊
厳
死

官
―
―
]
・
会
粁
定
款
な
ど

マ

予

約

平
日
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
皿
杜
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す。▼
お
問
い
合
わ
せ

祈
宮
公
証
役
場
（
公
証
人
中
村
T
T
j
)

新
宮
市
緑
ヶ
丘
2
丁
目
1
番
紅
号
（
カ

マ
ッ
カ
ビ
ル

3
階）

T
E
L
o
7
3
5
|
2
1
|
2
3
4
4
 

｀
0
7
3
5
|
2
1
|
2
3
7
8
 畠

身
体
障
古
者
連
盟
と
は
身
体
齢
害
者

の
自
立
更
止
と
糾
祉
堺
逆
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
身
体
悴
害
者
福
祉
仏
に

某
づ
き
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
で
す

C

圃

お
知
ら
せ

＇ 

n]募
集

サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
空

〒

6
4
6
|
0
0
1
1

田
辺
市
新
庄
町
3
3
5
3
|
9

6
0
7
3
9
|
2
3
|
3
9
7
7
 

（
火
曜
日
1
土
曜
日

l
前
9
時
1
午

後
5
時
ま
で
）

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
i
n
a
n
@
c
e
n
t
e
r
.
w
a
k
a
y
a
m
a
-
u
.ac
.jp 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

.jp/ki 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.w
a
r
n
Y
a
m
a
-
u
.ac 

n
a
n
:
 

て
募
集
時
期

4
月
3
日
（
火
）
か
ら
1
月
17
日
（
火
）

了
貸
与
条
件

①
大
学
・
短
期
人
学
及
び
学
校
教
育
法

に
定
め
る
山
而
門
学
校
に
在
学
す
る
者

②
串
本
町
に
仕
所
を
右
す
る
高
等
学
校

卒
業
生
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
巾
に
よ

り
修
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者

了
奨
学
金
の
額

月

額

4

0

0

0

0

日

入
学
奨
励
合
（
一
間
會

円

1
0
0
0
0
0
 

了
奨
学
生
の
決
定

奨
学
生
の
決
定
は
、
奨
学
生
選
考
委
員

会
の
選
考
を
経
て
教
育
委
員
会
が
訊
定

し
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
手
続

①
出
本
町
奨
学
生
蔚
書

②
出
身
高
校
長
の
折
此
書

③
同
意
古

※
必
変
言
類
は
希
睾
者
に
配
布
し
ま
す

の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

連絡先

串本町役場本庁舎 TEL62-0555 

串本町役場古座分庁舎 m 72-0081 

串木病院 m62-0635 

古座川病院 TEL72-0280 

学校教育課 TEL62-6066 

生涯学習課 TEL62-0006 

串木町立図書館 m62-4653 

保健センター TEL62-6206 

サンコの湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎あらふね TEL74-0124 

町内赦送案内 TEL62-3200 

串本町ホームページアドレス

http://www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアトレス（代表）

soumu @town.kushimoto wakayama.」p

⑬広 報くしもと 3 広報くしもと 3
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3]国国園口口国
日 曜 行 事 内 容（時 間） 場 所 主管課等

6 尖 独居老人世帯防火診断 古座地区 消防署

(9.00- ）中湊地区

← -

7 水 一般献血 矢倉甚兵衛椋 保健福祉課

(l0'00-16:00) 前駐車場

1--

8 木 人権行政相談 串本町役場本庁含 住民課

(13'30-15:30) 

L -

8 木 行政相談 呂本町役場百座分庁舎 住民課

(13.30-15:30) 

← -

18 B 第2回 串本町文化センター 生涯学習課

ふれあいいきいきまつり 串本町立体育館

(9-20-15:20) 

← -

22木 人権行政相談 橘杭区民集会所 住民課

(13 30-15:30) 

先
日
、
本
年
度
の
和
歌
山
県
仏
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
特
集
し
た

昨
年
の
広
報
く
し
も
と

6
月
号
が
広
報

誌
（
町
村
）
の
部
で
、
そ
し
て
串
本
小

学
校
の
プ
ー
ル
開
き
を
撮
影
し
た
同
7

月
号
の
表
紙
写
戻
が
写
真
の
部
で
、
そ

れ
ぞ
れ
1
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
大
変

光
栄
に
惑
じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
励

B
み
に
、
よ
り
内
容
の
充

＝―-口

実
し
た
広
報
誌
を
目
指

後

し
て
含
俊
も
が
ん
ば
っ

集

て
い
ぎ
た
い
と
思
い
ま

編

す。

(N)

戸

歓送迎会・法要のご案内
ご予算 • お好みに合わせてお料理をお選びいただ lt1 す。
ご人数に合わせて会培をお選びいただけます。

本町くじの川大浦之谷 1184-1
リーダイヤル 0120-62-773 

l.採捕禁止期間

1月1日から 5月25日まで

※ただし、熊野川水系については、 1月1日から

5月31日まで。また、種苗採捕として県知弔の

許可を受けた場合を除く。

2.罰則

1に違反して採捕された稚あゆ又はその

製品（通称ハイカラ）を所持又は販売し

た者は処罰 （懲役又は罰金）されます。

歪
和 歌 山 海 上保安部

病全喜
田辺 海 上保安 部

和 歌 山 県警察本部

和 歌 山 県

途・ 一 和歌山県内水面鰈協同祖合連合会

和歌山県漁業協同組合連合会

し 毯宮包怠ぎ

国齢司囲徊＠線鹿

l.採捕禁止の対象

和歌山県漁業調整規則第36条

和歌山県 内 水 面 漁 業 調 整 規 則 第26条

によリ、

全長 30cm以下の

しらすうなぎ採捕は禁止

※ただし、県の許可を受けた漁業協同組合（河川

沿岸 業湿別）及び組合邑，呑殖業者を除く。

2.罰則

許可なくシラスウナギを採捕した者は処

罰（懲役又は酌金）されます。

和歌山県資源管理課

催

し

町
内
で
は
肢
体
・
視
JJ
．
胚
力
な
と
に

障
害
を
も
つ
多
く
の
方
が
こ
の
連
盟
に

加
入
し
、
泊
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
身
体
障
害
者
連
盟
に
加
入
し
、
粁

会
参
加
の
幅
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

巾
木
町
役
場
保
健
福
祉
課

身
体
障
害
者
連
照
係

6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
5
5
5
 ，

 

過
疎
化
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
と
に

よ
り
、
鉄
追
や
路
線
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
標
閃
の
刹
用
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。鉄

逍
や
ハ
ス
は
高
齢
者
や
学
牛
な
ど

自
動
車
を
使
わ
な
い
人
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
移
勁
手
段
で
す
。
ま
た
、

マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
減
ら
す
こ
と
は
、

地
球
温
暖
化
の
原
囚
と
な
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

私
た
ち
の
地
域
の
鉄
道
や
路
線
バ
ス

は
背
さ
ん
の
利
用
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
c

人
に
も
環
塙
に
も
や
さ
し

い
公
共
＇
父
通
機
閃
を
将
来
に
わ
た
っ
て

維
持
す
る
た
め
、
柘
極
的
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

串
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ー
逃
走
中
！
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国民宿舎「あらふね」からのお知らせ

逗 嘩逍麟一
国民宿含 1 あらふね」を忘年会及び新年会でご利用いただいた

方に感謝の気持ちを込めて、禁品抽選公を実施いたしました。

冑選された方々は下記のとおりです C （敬祢略）

0イセエビ1kg (10名様）
}、山光則（中湊）人山ち よ子（那智勝浦町久原芳法（中本）永

野恵史郎（那智勝浦町）岡池勝（四向）堀たつ了（那智膀浦町）

御 1静＋（大阪市） liiJW米造（一色）脇村消孝（広111町）宮木豊

子 (illJI[，1)

0食事券 1万円分 (5名様）

戊利秀子（古I坐） 稲垣街子（嘲岬）

9れ平湛子（人阪府松収巾）森和江

（占叩Ill町） tllW貞男（四向）

0入浴券10枚綴 (10名様）
汀殆弘滋（人阪）付松原市）用代智了

（西向）腔山久芙（伊出）畑下悦視

（那科＇廿券浦町）仲Illひろみ（笑浜日」）

山本好見（太地町）金澤忠利（人阪

市）柚出岡LJ（山木） 藤野＃（瀾野ill)

桑原忠（人臥市） 抽選を行う神田助役

⑮ 広報 く し も と 3 広報くしもと 3 へか
~
 

9
"
¥
 



平
成
1
9年
3

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
串
本
町
役
場
総
務
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
慄
東
牟
妻
郡
串
本
町
串
本
1
8
O
O
T
E
l
(
0
7
3
5
)
6
2
ー
0
5
5
5

一-

＼

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:/
/
w
w
w
.
 

t
o
w
n
.k
u
s
h
 Imoto
.
 
w
a
k
a
y
a
m
a
.j
 
p/ 

メ
ー
ル
ア
ト
レ
ス

s
o
u
m
u
@
t
o
w
n
•
k
u
s
h

imoto
.
 
w
a
k
a
y
a
m
a
.jp 

■主催 串本町・串本町教育委員会

串本町社会福祉協議会

【日 時】平成19年 3月18日（日） 9: 20 ----15 : 20 

【場 所】串本町文化センター・串本町立体育館

【主な催し】

◆文化センター大ホール

記念式典

歌と踊り（潮岬幼稚園・串本小学校・串本節保

存会・上野山保育園・錦富小学校）

実践発表（潮岬自主防災会）

◆文化センター館内

お茶席・託児所・読み聞かせ・園児絵画展

◆町立体育館

もちまき・風船プレゼント・車椅子体験・高齢者体

験・妊婦体験・昔の遊びコーナー（こま・めんこ・

竹馬・お手玉・バルーンアート）

◆駐車場

地震体験・非常食試食コーナー・バザー


